
128

1990

M-3SII-5集合写真

コントロールセンターの電波誘導班

MUSES-Aと実験班 宮原のレーダ班

キックモータの上に組みつけられたMUSES-A

1月15日
-2月4日

1月24日

 
1月28日

2月22日

2月26日

 
3月19日

 
6月19日

 
10月24日

11月14日、
29日

ダイアナロケット実験 

工学実験衛星「ひてん」
（MUSES-A）/M-3SⅡ-5

S-310-20打上げ

S-520-11打上げ

S-520-12打上げ 
（アンドーヤ／ノルウェー）

｢ひてん」 
第1回月スウィングバイ成功

財団法人宇宙科学振興会 
設立

M-14SIM燃焼試験（能代）

ブラジル気球実験 
1号機、2号機放球 
（カシュエイラ・パウリスタ／
ブラジル）
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M-3SII-5を背にMUSES-Aドイツチーム

「ひてん」/MUSES-A 新春の内之浦漁港

おおすみ20周年記念に「おおすみ」記念碑の前でおおすみ20周年記念午餐会

タイ国シリントン王女内之浦訪問

1月25日　南日本新聞 3月20日　南日本新聞
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1991

光学観測点

SOLAR-A

M-3SII-6集合写真

SOLAR-Aの太陽物理学グループ

2月12日

 
2月16日

 
2月22日

3月27日

7月11日

8月30日

 
11月1日

S-520-14（A-2）打上げ 
（アンドーヤ/ノルウェー）

S-520-13打上げと回収
（18日）

「すいせい」観測停止

M-34SIM燃焼試験（能代）

「ひのとり」大気圏突入     

太陽観測衛星「ようこう」
（SOLAR-A）/M-3SⅡ-6

「ぎんが」大気圏突入     



131

20mφアンテナS-520-13

実験場空撮

M-3SII-6

うちのうら全国宇宙少年サミット

実験場公開3月8日　南日本新聞
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1992

有翼飛翔体RTF-2

S-520-15

B-15-79によるRTF-2打上げ コントロールセンターの電波誘導班

気象班と天気予報の必需品

1月28日

2月2日

2月15日

 
2月19日

 
7月中旬

 
7月24日

10月25日

 
10月28日
-11月2日

S-310-21打上げ

S-520-15打上げ

B-15-79気球により 
有翼飛翔体RTF-2打上げ

大林辰蔵名誉教授逝去 
（65歳）

M-34伸展ノズル試験 
（相模原）

磁気圏尾部観測衛星
GEOTAIL/DeltaⅡ 
（アメリカ）

能代ロケット実験場 
30周年記念祝賀式典

ATRエンジン燃焼試験 
（能代）
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宮崎大学に設置された受信基地

宮原レーダーセンターを臨む 定年のお二人を送る会 婦人会から恒例の千羽鶴の激励

1月12日　南日本新聞

2月21日　南日本新聞 2月16日　南日本新聞
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1993

M-3SII-7打上げ

ASTRO-Dと実験班ノーズフェアリングに収納されるASTRO-D

ASTRO-Dの信号を見つめる

1月5日

 
2月18日

2月20日

 
3月26日

 
4月

 
4月11日

9月4日 
-18日

11月6日

 
11月19日

南極周回気球で南極大陸 
1周半の飛翔に成功

S-520-16打上げ

X線天文衛星「あすか」
（ASTRO-D）/M-3SⅡ-7

M-34-1TVC燃焼試験 
（能代）

宇宙科学企画情報解析
（PLAIN）センターの開設

「ひてん」月に制御落下

ATR燃焼器試験 
（能代）

「ようこう」水星の太陽面 
通過をX線で撮像

鹿児島宇宙空間観測所開設
30周年記念式典
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鹿児島宇宙空間観測所開設30周年式典

「あすか」の誕生を喜ぶ田中靖郎衛星主任

4月10日　南日本新聞

内之浦町にレリーフ贈呈 ロケット桜（緋寒桜）満開

11月20日
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1994

M-3SII-8全段勢揃い

MT-135-60と実験班

ST-735-2とランチャ班

1月18日

2月16日

 
6月21日

 
9月16日

9月18日

 
9月28日

 
10月3日

 
10月27日

 
11月24日、
12月1日

内之浦五運橋渡り初め式

S-310-22打上げ 
（アンドーヤ/ノルウェー）

M-14-1TVC 
大気地上燃焼試験（能代）

ST-735-2打上げ

GEOTAIL最後の遠尾部 
軌道遠地点通過

KM-V1-1 
真空地上燃焼試験（能代）

臼田宇宙空間観測所 
10周年記念行事

M-24-1TVC 
真空地上燃焼試験（能代）

S-310-21、23打上げ 
（アンドーヤ/ノルウェー）



137

EXPRESSと実験チーム

実験場空撮

五運橋渡り初め

ST-735-2ランチャセット 五運橋渡り初め

6月5日　南日本新聞 9月7日　南日本新聞
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1995

上段モータに組つけられたEXPRESS

1月15日

1月23日

1月29日

3月18日

3月29日 
-4月24日

4月

 
4月25日

 
6月22日

 
9月17日

10月14日

 
12月

 
12月11日
-1月26日

回収型衛星EXPRESS／
M-3SⅡ-8
※2段目の不具合のため予定軌道
に乗せられず、衛星は地球3周目
で落下した。10ヶ月後アフリカで 
発見され、再突入実験の参考試料
となった。

S-520-17打上げ

S-520-19打上げ

宇宙実験・観測 
フリーフライヤ「SFU」/H-Ⅱ-3
（種子島宇宙センター）

SFU搭載の赤外線望遠鏡
IRTSによる天体観測

次世代探査機研究センター
の開設

M-34-2TVC真空地上燃焼
試験（能代）

M-14-2TVC地上燃焼試験
（能代）

S-520-20打上げ

KM-V1-2 
真空スピン燃焼試験（能代）

M-V型ロケット発射装置 
改修終了

M-24TVCシステム試験 
（日産川越工場）

S-520-20ランチャセット

S-520-20打上げ



139

新精測レーダ施設完成 M-V型用打上げ装置

M-3SII-8打上げ後記者会見

M-V型用打上げ装置改修終了

1月16日　南日本新聞 12月13日　南日本新聞

M-3SII-8打上げ
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1996

M-V-1組立てオペレーション集合写真

M管制室

愉快な訪問客

新精測レーダ制御卓 新精測レーダ竣工式

コントロールセンターの海上監視レーダ

1月13日

 
1月20日

2月11日

 
7月23日

 
8月21日

8月26日

9月16日
-19日

 
10月10日、
14日 

11月18日

SFU、スペースシャトル 
「エンデバー」によって回収

SFU地球に帰還

S-310-24で世界初の 
窒素振動温度測定

月探査周回衛星計画の 
駒場共同事務所開設

S-310-26打上げ

S-310-25打上げ

月・惑星探査ローバの 
走行実験 
（伊豆大島三原山奥山砂漠）

DOM-2-1・2 
真空スピン地上燃焼試験
（能代）

M-V-1組立オペレーション
始まる（内之浦）
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叶岳から内之浦の町並み 叶岳ふれあいの森開所記念行事

叶岳ふれあいの森開所記念行事水ロケット打上げ

叶岳ふれあいの森開所記念行事

5月27日　南日本新聞 8月22日

S-310-24の打上げ準備
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1997

M-V-1ランチャセット

M-V-1打上げ MUSES-Bからの信号を待つ

1月30日

2月12日

 
3月24日

 
5月7日

6月14日

 
10月1日

 
11月7日

S-520-18打上げ

電波天文観測衛星「はるか」
（MUSES-B）/M-V-1

「はるか」 
天体の信号を初受信

「はるか」、地上電波望遠鏡
とのスペースVLBI干渉実験
に成功

伊藤富造名誉教授逝去 
（70歳）

M-V-3モーションテーブル
試験（相模原）

臼田宇宙空間観測所の 
宇宙空間光通信研究実験棟
竣工
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M-V-1噛み合わせ M-V-1第２段モータ

婦人会の訪問

M-V-1第３段モータ

MUSES-Bと平林久 2月13日　南日本新聞
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1998

整備塔から出てくるM-V-3

PLANET-Bと実験班 M-V-3打上げ

1-2月

 
 
1月31日

2月5日

 
7月4日

 
7月18日

 
8月24日
-9月5日

 
9月14日
-22日

 
9月24日

 
10月23日
-11月８日

 
11月末

11月23日

 
11月26日

 
12月18日

 
12月20日

「あなたの名前を火星へ」 
キャンペーンに27万人の 
応募

S-520-22打上げ

2段式観測ロケット 
SS-520-1打上げ

火星探査機「のぞみ」
（PLANET-B）/M-V-3

「のぞみ」搭載MICにより 
地球と月を撮像

再使用ロケット実験機RVT
エンジン推力特性試験 
（能代）

プリクーラ付 
ATREXエンジン燃焼試験
（ATREX-10）（能代）

「のぞみ」 
第1回月スウィングバイ

再使用ロケット実験機・ 
第2次エンジン推力特性試験
（能代）

KSC科学衛星追跡管制設備
（34mアンテナと 
S/X帯追跡管制設備）完成

「あきる野施設」 
HATS作動特性試験

「あきる野施設」 
竣工披露式典

「のぞみ」 
第2回月スウィングバイ

「のぞみ」 
地球スウィングバイ 
推力不足
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データを見守る

新精測レーダー屋上のレーダ班

S-520-22ランチャセット

SS-520-1と実験班PLANET-B

漁港で内之浦町と宇宙研の親睦会7月5日　南日本新聞



146

1999

ASTRO-Eのノーズフェアリングかぶせ

ASTRO-Eのノーズフェアリングかぶせ ASTRO-Eのチェック

1月

 
1月8日

 
2月2日

2月21日

3月24日
-25日

 
 
4月

5月15日

 
7月28日

 
8月11日

11月25日

「のぞみ」軌道計画を変更 
火星到着は4年遅れ

「さきがけ」送信電波停止
（打上げ14周年当日）

S-310-28打上げ

糸川英夫博士逝去（87歳）

再使用ロケット実験機RVT
第1回離着陸実験 
（高度4m、水平移動3.5m）
（能代）

MUSES-C無重力試験 
（北海道上砂川町の 
無重力実験塔）

スーパープレッシャー気球 
飛翔実験

MUSES-C用 
マイクロ波イオンエンジン
18,000時間耐久試験達成
（1997年2月14日開始）

「ようこう」日蝕観測

赤外線観測インド気球実験
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34mφアンテナと20mφアンテナ MT-135-68、69集合写真

S-310-28搭載機器チェックM-V-4第１組立オペレーション集合写真

2月23日　南日本新聞 11月26日　南日本新聞


